
H19 年金数理人会試験解答

pseudomathematician

平成 28 年 6 月 14 日

問題 1.(C)

e
∫ 5
0
δtdt = 1.2, e

∫ 10
0

δtdt = 1.6 を解けばよい．

問題 2.(C)

µx =
1

e̊x
+

1

e̊x

d̊ex
dx

=
1

3(120− x)
および tpx =

e−
∫ t
0
µx+sds =

(
1− t

120− x

) 1
3

より．

問題 3.(B)

c = a
lxe−lxr

より．

（参考）脱退が連続的であれば，lxr = 0 として，a =∫
lxdx, b =

∫
xlxdx
a , c =

∫
xlxµxdx∫
lxµxdx

から確認可能．

問題 4.(E)

D′
x := vx+t × 1.03x+t × lx+t とすれば，求める現価率は∑
D′

x+t

D′
x

=
∑(

1.03×0.99
1.04

)t
= 51.2．

（参考）計算基数を工夫すれば，解答に着手しやすくな

ることがよくある．

問題 5.(D)

1⃝ 正しい．

2⃝ 正しい．

3⃝ 誤り．

4⃝ 誤り．

5⃝ 正しい．

問題 6.(A)

1⃝ 正しい．

2⃝ 誤り．

3⃝ 誤り．

4⃝ 誤り．

5⃝ 誤り．

（参考）x = xe + 1, i = 0 とすればすぐわかる．

問題 7.(D)

1⃝ 誤り．

2⃝ 正しい．

3⃝ 正しい．

4⃝ F = (F + C)(1 + i)−
∫ 1

0
Beδtdt より正しい．

問題 8.(D)

1⃝ 誤り．

2⃝ 正しい．

3⃝ 正しい．

4⃝ 誤り．

5⃝ CoC = 0 に注意．正しい．

問題 9.(C)

教科書参照．

問題 10.(A)

面倒なので，ω = xr + 2 とすると，F =
ω∑

x=xr+1

lxäx =

lxr+1 となる．一方，exr −axr = d
lxr+1

lxr
からすぐわかる．

問題 11.(B)

合併前の A の給付水準に対する割合を α，未積立債務の

償却期間を n とおく．

A B A&B

給付現価 S 0.2S 1.1αS

給与現価 G 0.1G 1.1G

給与総額 L 0.1L 1.1L

保険料率 P 2P αP

責任準備金 V 0.2V 1.1αV

積立金 0.6V 0.06V (0.03α+ 0.6)V

未積立債務 0.4V 0.14V (1.07α− 0.6)V

A の特別保険料率は 0.4V
nL ，A&B の特別保険料率は

(1.07α−0.6)V
n×1.1L となる．よって，A における特別保険料は

0.4V
n ，A&B における A の特別保険料は (1.07α−0.6)V

1.1n と

なり，以上より，
(1.07α− 0.6)V

1.1n
0.4V

n

≤ 1.1 ⇔ α ≤ 1.013

を得る．

問題 12.(B)

V = 5, 332+8, 556+2, 608−0.0877×(22, 283+39, 706) =

11, 060 なので，F − V = 1, 240．
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問題 13.(B)

V = 5, 332+6, 164 = 11, 496, F−M = 12, 300−1, 240 =

11, 060, U = 11, 496− 11, 060 = 436 より，特別保険料率

は， 436
1,838×12.296 = 0.0193．

問題 14.(E)

F0 = (F0 + C −B)(1 + i), Ft = (Ft−1 + C −B)(1 + i−
∆i) (t ≥ 1), Fn = (1− k)F0 を整理するのみ．

問題 15.(B)

特段の注意がないので，給付金は予定通りと仮定する．予

定利率，運用利回りをそれぞれ i, r とすると，

(32, 000 + 5⃝+ 1, 500− 3, 000)× r = 1, 950,

(32, 000 + 5⃝+ 1, 500− 3, 000)× i = 1, 950− 650,

(40, 500 + 5⃝− 3, 000)× (1 + i) = 42, 200− 1, 120

となり，これより 5⃝ = 2, 000, i = 0.04, r = 0.06 を得る．

なお，最後の式は，左辺は予定通りの責任準備金を表し

ているので，予定外に発生した責任準備金の発生（例え

ば中途加入など）を右辺で調整している．

問題 16-19.公式解答のとおり．

以上
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